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土
佐
山
田
町
・
香
北
町
・
物
部
村
の
三
町
村
が
合
併
し
、
新

た
に

｢

香
美
市｣

が
誕
生
し
ま
し
た
。

香
美
市
は
、
面
積
は
約
五
三
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
県

内
で
は
四
万
十
市
に
次
ぐ
広
大
な
面
積
を
有
す
る
人
口
三
万
二

百
五
十
五
人

(

平
成
十
七
年
国
勢
調
査
速
報
値)

の
市
と
し
て

発
足
。
物
部
川
を
中
心
に
共
通
の
歴
史
・
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で

き
た
三
町
村
が
、
今
回
の
合
併
を
機
に
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み

の
活
用
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
人
々
の
交
流
に
よ
り
、

い
っ
そ
う
の
発
展
が
望
ま
れ
ま
す
。

小
雨
が
降
る
な
か
、
開
市
・

開
庁
記
念
式
典
が
香
美
市
役
所

本
庁
舎
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
や
市
職
員
が
参
加
し
た
式

で
は
、
野
島
市
長
職
務
執
行
者

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
旧
三
町
村

の
首
長
と
議
長
に
よ
る
市
役
所

庁
舎
名
板

(

石
碑)

の
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

開
庁
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
香
北
・
物
部
支
所
で

も
開
庁
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

本
庁
・
支
所
と
も
に
香
美
市
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
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( 3 ) 平成18年創刊号

☆ 香美市長選挙の立候補者説明会の開催は

平成18年３月22日(水) 13時30分～ 香美市立中央公民館２階会議室

☆ 香美市長選挙は４月２日(日)告示､ ４月９日(日)投票日 となりました｡

投票所の場所は基本的に今までと変わりません｡ 今まで行っていた投票所で投票できます｡

また､ 期日前投票は４月３日(月)から４月８日(土)まで行います｡ 投票日当日用事等により投票に行けな

い方は期日前投票をしましょう｡ 期日前投票所の場所は以下のとおりです｡

●香美市選挙管理委員会 (旧土佐山田町選挙管理委員会 (香美市役所南別館))

●香美市役所香北支所 (旧香北町役場)

●香美市役所物部支所 (旧物部村役場)

【問い合わせ先】 香美市選挙管理委員会 (�53－3296)
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広 報 か み

������������������������			
西
谷
遺
跡(

土
佐
山
田
町
新

改)

、
刈
谷
我
野
遺
跡

(

香

北
町
太
郎
丸)

が
語
る
よ
う

に
、
人
々
は
風
や
水
を
さ
け

集
落
を
つ
く
り
、
や
が
て
村

を
つ
く
り
文
化
を
は
ぐ
く
ん

で
き
ま
し
た
。
明
治
二
十
一

年
市
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、

こ
の
地
域
も
山
田
村
、
美
良

布
村
、
槙
山
村
等
の
多
く
の

村
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
昭
和
の
合
併
に
よ
り
、

土
佐
山
田
町
、
香
北
町
、
物

部
村
の
三
町
村
が
誕
生
し
、

以
来
約
半
世
紀
を
経
過
し
て

国
の
進
め
る
三
位
一
体
の
改

革
は
町
村
合
併
へ
と
進
展
し
、

こ
う
ほ
く
三
町
村
は
曲
折
を

経
て
再
度
の
合
併
協
議
会
設

立
に
よ
る
度
重
な
る
協
議
の

結
果
、
三
月
一
日
香
美
市
と

し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
香
美
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
は
、｢

輝
き
・

や
す
ら
ぎ
・
賑
わ
い
を
み
ん

な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り｣

で

あ
り
ま
す
。
南
は
高
知
平
野

か
ら
北
は
徳
島
と
の
県
境
に

至
る
ま
で
、
そ
の
広
大
な
面

積
は
約
五
三
八
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

(

旧
香
美
郡
の
四
分
の

三)

、
広
い
地
域
に
集
落
が

点
在
し
三
万
余
の
市
民
の
皆

さ
ま
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
を

営
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
市
民

の
皆
さ
ま
が
基
本
理
念
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
、
私
ど
も
に
課
せ

ら
れ
た
大
事
な
使
命
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お

互
い
の
心
と
心
が
解
け
合
い
、

力
を
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で

す
。
誕
生
し
た
ば
か
り
の
香

美
市
の
前
途
は
地
方
分
権
の

推
進
、
過
疎
や
少
子
高
齢
化
、

国
際
化
、
情
報
化
の
進
行
、

さ
ら
に
財
政
運
営
の
困
難
さ

等
、
誠
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
合
併
当

初
は
職
員
の
不
慣
れ
等
か
ら

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

紆
余
曲
折
は
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
る
た
め

に
は
何
よ
り
も
交
流
の
場
、

さ
ら
に
市
政
の
状
況
を
常
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
あ
り
、

広
報
活
動
を
積
極
的
に
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
四
月
に
は
初
代
市

長
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
新
市

の
基
本
理
念
を
遂
行
さ
せ
る

た
め
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
施
策
が
示
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

私
た
ち
三
万
の
市
民
が
和
衷
、

協
力
、
融
合
、
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
は
新
し
い
市
長
が
選
出

さ
れ
る
ま
で
市
長
職
務
執
行

者
に
選
任
さ
れ
、
極
め
て
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
職

務
を
執
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
建
依
別

た
け
よ
り
わ
け

の
そ

の
昔
よ
り
受
け
継
が
れ
た
地

域
づ
く
り
の
糸
が
新
市
に
織

り
込
ま
れ
、
誉
れ
高
い
歴
史

と
全
国
に
誇
り
得
る
ま
ち
づ

く
り
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

香美市長職務執行者

野島 民雄

香香香美美美
平平成成

投投票票日日はは44月月99日日((日日))




